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１月２１日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 昨日の１月２０日は大寒でしたが、このところ大変
暖かい日が続いております。しかし、１年を通じて一
番寒い季節ですので、コロナ、インフルエンザ、マイ
コプラズマと、いろいろな感染症の蔓延が懸念され
ます。どうぞ体調にお気をつけください。 
 さて、今年は終戦８０周年の年に当たります。１月１
６日は小野田寛郎さんの命日に当たります。小野田
さんはフィリピンのルバング島から１９７４年（昭和４９
年）３月１０日、３０年ぶりに帰還され、当時は大ニュ
ースになりました。皆さんは小野田さんのことを覚え
ていらっしゃるでしょうか。 
 彼は羽田空港に帰還したとき、やはり祖国日本は
安心できる場所だと安堵感を覚えたといいます。し
かし、感じたことはそれだけではありませんでした。
帰国後に約２０日間の強制入院をさせられ、その間
に、政府の建前と本音との落差に違和感を覚えたと
いいます。同時に社会の反響を見ていると、自分の
考え方が既に世の中に受け入れられていないことが
分かったのです。 
 当時の大学生のアンケートでは、自衛隊を認める
人が２５％しかおらず、かつて聖戦と煽った新聞が、
あれは侵略戦争だったと書いていることに愕然とし
ました。そういった世相の変化を「はい、そうですか」
と受け入れることは死んでもできなかったのだそうで
す。それを認めることは、終戦を疑い、仲間を失いな
がら戦い続けた、あの３０年間の過去を「恥じて、改
めろ」と強制されているに等しかったからです。 
 帰国して居場所のない日々、皆さんは当時の小野
田さんの心境をどのように受け取られるでしょうか。
やがてあれほど愛した日本を離れ、彼はブラジルへ
と旅立たれます。そこで農園を営まれました。今は
お亡くなりになってから随分月日がたちましたが、晩
年はきっと幸せであったと信じたいと思います。 
 

 
ゲ ス ト 
竹内重貴様 （京都市副市長 卓話講師） 
田中  拓様 （京都市市長公室秘書） 
誕 生 日 祝 
白井健雄会員( 1月22日) 
結 婚 記 念 日 祝 
植野昭三会員( 1月23日)西川  圴会員( 1月26日) 
川中光教会員( 1月27日) 
委員会報告及びその他報告 
〇職業奉仕委員会  川村英亮委員長 
 ３月２日（日）に地区職業奉仕講演会がございます。
村島靖基会員には地区職業奉仕副委員長としてご
活躍していただいており、当日も司会をされる予定
となっております。特に今回は奈良地区の主催とな
っておりますので、当クラブとしても一人でも多くの
会員の方にご参加をお願い申し上げます。入会３年
未満の方は、お昼の懇親会とともに必ずご参加くだ
さい。 
〇親睦委員会  桑  雅宣委員長 
 ４月６日（日）に地区大会が開催されます。なら１００
年会館において１３時開会となります。午前中、新入
会員セミナーがありますので、新入会員の方は必ず
ご出席ください。今回の地区大会の出席は皆出席
の条件となりますので、ご出席の程よろしくお願い申
し上げます。 
〇社会奉仕委員会  吉岡弘修委員長 
 次週、例会終了後、第２回社会奉仕委員会を開催
いたしますので、委員の方はご出席ください。 
ニ コ ニ コ 箱 
・竹内京都市副市長をお迎えして。卓話よろしくお
願いいたします。 池木啓仁会員 
・竹内様をお迎えして。 中井謙之会員 
・竹内京都市副市長様、ようこそ当クラブへ。卓話楽
しみにしております。 丸野正徳会員 
・竹内京都市副市長をお迎えして。 山田  博会員 
・３月２日（日）職業奉仕講演会、多くの方の登録お
願いします。安田先生、ありがとうございました!! 
 村島靖基会員 
・年初来、足首痛で難渋しています。本年もよろしく
お願いいたします。 村島靖一郎会員 
・今年もよろしくお願いいたします。 𠮷村元嗣会員 
・阪神大震災３０年を思い。 杦村喜芳会員 
・結婚祝を頂いて。 山下精久会員 
・誕生日お祝いを頂いて。 平岡雄一郎会員 
・あけましておめでとうございます。本年もよろしくお
願いいたします。 清水良彦会員 
・誕生日を祝っていただきありがとうございました。 
 一ノ坪英二会員 

 
「はじまりの奈良から未来へ!!」 
           
       奈良県副知事  福谷健夫 様 
 

本日の例会 (１月２８日) 

 
「ハラスメントって」 
           
          弁護士 櫛田和代 様 

次回の例会 (２月４日) 



卓話「自治体出向の国家公務員からみた 
            『わがまちづくり』」 
         京都市副市長  竹内重貴 様 

 私は１９７６年に岐阜県恵那市
の山合いの小さな町で生まれま
した。２０００年に建設省に入省し、
２００２年から２００４年にかけて、
道路公団民営化の仕事をさせて
いただきました。その後、アメリカ
に２年間留学し、法律と国際関係

について研究して、２００６年に国土交通省に復帰し
ております。 
 地方自治体とのつながりで言いますと、１か所目は
中部地方整備局でまちづくりの仕事をさせていただ
きました。東海４県の方々とのおつき合いをたくさん
させていただき、特に愛知県の豊川市の方とは今も
おつき合いがございます。２か所目は、山形県庁に
３年間ほど出向しておりました。 
 その後、約１０年東京勤務が続き、国家戦略特区
の仕事をするため内閣府に出向いたしました。平成
２７年４月、内閣府地方創生推進事務局企画調整官
として、安倍内閣の下、規制改革で全国の経済の活
性化するプロジェクトに２年間ほど携わりました。 
 そのときに手がけた規制改革には、例えば薬剤師
の服薬指導の対面義務を改革し、オンライン化する
といったものがありました。お医者さんの遠隔診療を
補完する制度でした。 
 また、有名なものとしては、獣医学部の規制緩和
がございます。昭和３０年代に決まった、年間の入
学定員約900人という決まりを改めるというものでした。
獣医師は、もともと軍隊において軍馬の管理をする
花形の職業でした。戦後、軍馬は必要なくなりました
が、獣医さんの社会的地位向上を考え、獣医学部
の入学定員を絞ったのがこの制度の始まりでした。
この制度が平成２７年の段階でもまだ続いていたの
です。 
 その後、日本が経済的に豊かになるにつれ、ペッ
トを飼う方がどんどん増えていきます。昔ですと、犬
は外に綱をつけて飼う、場合によっては放し飼いに
している人もいました。しかし、愛玩性が増していき、
マンションの中で犬や猫を飼い、病気になったら、
昔はほったらかしにしていたのが、獣医師に診ても
らおうというケースが増えました。 
 それまで獣医師が担っていた役割には、保健所で
食中毒の調査をしたり、牧場の牛や豚の健康管理
をすること、魚の養殖の病気の特定をすること、新薬
の動物試験などがありました。ペット診療の獣医師
が増える中で、公衆衛生を担当する公務員獣医師
や家畜担当の獣医師が供給されなくなってきました。
そうしたこともあり、獣医学部の新設をまずは１校に
限って認めるという規制改革をすることになったので
す。 
 それがその後に起きる、いわゆる「モリカケ問題」に
つながります。大阪航空局の国有地売却をめぐる森
友学園の疑惑、そして今治に新設した加計学園獣
医学部に対する疑惑です。今申し上げましたように、
政策的ニーズをもって規制改革をしたのですが、安
倍総理が友人の加計理事長に対して便宜を図った
のではないかという批判を受けました。私は国会対
応に明け暮れることになりました。私の答弁は、道路
公団民営化の際には１２００問でしたが、加計学園の
民営化の問題のときは２５００問に及びました。今も 
 
 
 
 

ブラック霞が関と言われることがありますが、当時も
寝食を惜しんで働きました。当時、私は国会答弁の
ため、月曜日に出勤して、帰るのが金曜日の夜中の
３時といった状態でした。その間、ほぼ不眠不休で
働きました。 
 その後、京都市に参り、今、２年半がたちました。
最初の２年間は都市計画局長として、京都市の都市
計画に携わりました。京都市は、日本の中でも景観
ルールが極めて厳しい都市です。基本的に看板の
色やサイズも指定されていますし、建物の高さも３１
メートル、１０階建て程度に厳しく規制されています。 
 昨年の４月からは副市長を拝命し、主には都市計
画、建設、財政、消防、交通などを担当しております。 
 京都市は古いものを大事にするまちであると同時
に、意外と新しいもの好きなところがあります。例え
ば、今後、空き家に対して課税する、全国で初めて
の空き家税に取りかかります。 
 これは、空き家を賃貸にも売買にも出さずに、その
ままにしているオーナーの方から固定資産税見合
いの額を頂くというものです。これによって、管理不
全になる空き家を抑制して、少しでも賃貸や売買を
通じて流通させることを狙いとしております。既に全
国から問い合わせをいただき注目されております。 
 また、空き家の管理不全対策のほかにも狙いがあ
ります。京都市では、東京や海外の富裕層の方が
投資目的やセカンドハウスとして、中心部に家をお
持ちになるケースが増えています。そうした方には、
住民税をお支払いいただいていませんが、一定の
行政サービスは提供することになります。また、中心
部のマンションは今、非常に値上がりしており、京都
市に昔からお住まいの方が住みにくくなってしまっ
ています。そうした課題に対応するため、いわゆる億
ションをお持ちの方を例にすると、固定資産税の２.
６倍に相当する額を空き家税としていただこうという
制度となります。 
 ほかにも宿泊税を、これまでの最大１０００円から最
大１万円に引き上げて、富裕層の方には応分のご
負担をいただき、それを観光地の魅力向上とオーバ
ーツーリズム対策に充てていこうという条例の審議に
入ってまいります。 
 こうした宿泊税、空き家税という、少し風変わりな新
しいモデルを検討しておりますが、実は京都市とい
うのは、空き家特措法や景観法といった新しい法律
を独自の取組として始めて、国の制度になっていっ
たというような歴史を持っております。 
 私は京都市に参りまして２年半ですので、自分の
貢献としてはごくわずかなものだと思います。もともと、
千年の都である京都市には、ただ過去の栄光を誇
るだけではなく、日本の、あるいは世界のために、常
に新しいものを取り入れ、貢献を目指すという気風
があったと感じています。 
 社会はどんどん変わっていきます。人口減少は避
けがたく、高齢化・少子化が進みます。環境問題も
待ったなしです。こうしたときに私が必要だと思って
いますのが、民間とか役所とかＮＰＯの垣根を取り払
って、それぞれが持つ強みを持ち合い、弱みを補い
合って、みんなで課題の解決に向かっていくというこ
とだと思います。 
 ロータリーはまさにこういった精神を理念・活動とし
てお持ちだと思います。これからも皆様方と一緒に
なって、共に考え、共に行動してまいりたいと考えて
おります。 

 
 
 
 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
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会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

1 月 21 日 89 58 51 7 1 31 26 0 92.86％ 
1 月 7日 89 58 53 5 0 31 23 0 93.83％ 
12 月 24 日 90 57 51 6 1 33 23 0 93.75％ 

 


